
冒
頭
、
片
岡
宏
文
自
治
連
合

会
長
が
「
各
組
自
治
会
長
の
皆

さ
ま
に
は
、
会
費
集
金
や
回
覧

配
布
等
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
９
月
に
は
敬
老
会
、
12

月
に
は
倉
掛
文
化
祭
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
に
は

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
、
欠
員
に
よ
る
連
合

会
役
員
選
出
や
29
年
度
予
算
な

ど
３
議
案
に
つ
い
て
審
議
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。５

月
27
日
に
井
原
小
学
校
で

開
催
予
定
の
井
原
町
大
運
動
会

の
選
手
選
出
に
つ
い
て
は
、
山

岡
秀
男
福
祉
体
育
部
長
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
説
明
、
各
組
自
治
会

や
育
成
会
な
ど
に
選
手
選
出
を

要
請
し
た
。

自
治
会
費
及
び
神
社
費
の
令

書
が
誤
っ
て
予
定
日
よ
り
早
く

届
い
た
組
の
自
治
会
長
か
ら
、

連
合
会
組
織
の
運
営
等
に
関
し

て
質
問
と
指
摘
が
あ
り
、
役
員

側
は
「
今
後
は
ミ
ス
の
な
い
よ

う
に
努
め
た
い
」
と
陳
謝
し

た
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
は
４
月

15
日
、
つ
ど
え
～
る
で
平
成
29

年
度
第
１
回
目
の
定
例
会
を
開

き
、
前
期
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

渡
邉
大
輔
会
長
は
「
本
年
度

は
16

人
の
団
員
で
活
動
し
ま

す
。
少
年
団
行
事
は
地
域
教
育

の
場
。
楽
し
く
学
ぶ
姿
勢
で
取

り
組
み
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
る
。

新
役
員
及
び
前
期
活
動
計
画

は
次
の
と
お
り
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

渡
邉

大
輔

副

会

長

佐
藤

和
哉

副

会

長

田
中

康
典

副

会

長

江
草

祐
子

副

会

長

松
田
那
光
江

会

計

山
成

秀
峰

監

査

渡
辺

絵
未

顧

問

丸
山

剛

《
少
年
団
役
員
》

団

長

渡
邉
龍
之
輔

副

団

長

佐
藤

千
晶

《
前
期
の
行
事
》

４
月

郷
社
清
掃
奉
仕

５
月

公
園
堤
清
掃
奉
仕
作
業

５
月

井
原
小
学
校
運
動
会

６
月

資
源
回
収

６
月

井
原
学
区
球
技
大
会

７
月

キ
ャ
ン
プ

広
島
県
神
石
高
原
町

（
星
居
山
キ
ャ
ン
プ
場
）

７
月

ラ
ジ
オ
体
操
・
郷
社

８
月

公
園
清
掃
奉
仕
作
業

９
月

三
世
代
交
流
会

写
真
上
＝
前
列
左
か
ら
江
草

祐
子
・
渡
邉
大
輔
・
松
田
那
光

江
、
後
列
左
か
ら
佐
藤
和
哉
・

山
成
秀
峰
・
田
中
康
典
（
敬
称

略
）

倉
掛
自
治
連
合
会
は
欠
員
に

伴
う
役
員
補
充
を
行
い
、
３
人

の
役
職
を
変
更
。
新
た
に
江
草

守
氏
（
14
組
）
を
監
事
に
指
名

推
選
し
、
４
月
８
日
の
予
算
総

会
で
承
認
さ
れ
た
。

《
自
治
連
合
会
役
員
》

会

長

片
岡

宏
文

副

会

長

谷

和
政

会

計

片
岡

秀
憲

総
務
部
長

神
崎

節
夫

消
防
環
境
部
長

佐
能

敏
政

防
犯
交
通
部
長

川
相

勝

福
祉
体
育
部
長

山
岡

秀
男

広
報
公
聴
部
長

関
戸

啓
二

監
（
幹
）
事

増
成

実

監

事

江
草

守

（
左
記
は
関
係
役
員
）

少
年
部
長

渡
邉

大
輔

消
防
第
３
部
長

瀬
藤

慎
二

友

愛

部

増
成

容
子

友

愛

部

濱
田

典
子
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（１）

〈 発行所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

監
事
に
14
組
の
江
草
氏

育
成
会
長
に
渡
辺
氏

平
成
29
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
井
原
市
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
（
つ
ど
え
～
る
）
で
４
月
８
日
夜
、
関
係
者

約
40
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

自治会予算総会

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）川相 肇

２ 組（ 5）西村 彦雄

３ 組（12）高橋 和宣

４ 組（ 6）山岡潤一郎

５－１組（11）渡邉 泰孝

５－２組（11）佐能 重夫

６ 組（11）片山 允

７ 組（ 6）丸山 茂子

８ 組（21）田中 達也

９ 組（ 5）吉岡 進

10 組（ 5）土井 則男

11 組（ 6）片岡 香

12－１組（ 5）井上 信子

12－２組（14）森兼 哲男

13－１組（ 8）松田 勉

13－２組（13）藤原 佶

13－３組（14）佐能 敏政

14 組（10）増成 実

15－１組（10）田中 利治

15－２組（ 7）中島 順三

16 組（13）板岡 満恵

17 組（ 7）戸井 淑恵

18－１組（ 8）濱田 好宏

18－２組（ 9）森 泰孝

18－３組（ 6）梶谷 昌弘

〔総世帯数２３３戸〕

役
員
連
携
ミ
ス
を
陳
謝

春
恒
例
の
郷
社
ま
つ
り
が
４
月

４
日
に
あ
り
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

た
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

祭
典
は
午
前
10
時
過
ぎ
に
山
室

晶
史
宮
司
に
よ
っ
て
執
り
行
わ

れ
、
倉
掛
夏
目
地
区
か
ら
選
ば
れ

た
巫
女
４
人
の
優
美
な
榊
の
舞
い

が
始
ま
る
頃
に
は
、
拝
殿
前
に
人

だ
か
り
が
で
き
た
。

午
後
か
ら
は
忠
魂
碑
前
で
戦
没

者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
中
、
参
拝

客
ら
は
桜
の
開
花
が
遅
れ
て
い
る

境
内
を
見
渡
し
な
が
ら
、
参
道
脇

の
露
店
で
花
木
の
苗
な
ど
を
買
い

求
め
て
い
た
。

優美な榊の舞い
巫女４人が披露
郷社足次山神社春季大祭

平成２９年度自治会長

倉

掛

少

年

団

育

成

会

太鼓の音に合わせて舞う巫女＝足次山神社拝殿



サ
ロ
ン
あ
す

は
お
花
見
交
流

会
が
つ
ど
え
～

る

で

４

月

６

日
、
会
員
ら
45

人
が
参
加
し
て

開
か
れ
た
。

今
回
は
民
謡

と
踊
り
で
知
ら

れ
る
木
之
子
町

の
さ
な
え
会
（
佐
藤
君
江
代
表

７
人
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
参

加
者
も
興
味
津
々
。

午
前
10
時
30
分
、
中
島
会
長

が
「
恒
例
の
花
見
会
に
お
越
し

い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
井
原
堤
へ
行
っ
た
つ
も
り

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
挨
拶
。

続
い
て
演
芸
に
移
り
、
さ
な

え
会
の
佐
藤
代
表
ら
４
氏
が
三

味
線
・
尺
八
の
３
氏
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
「
山
中
し
ぐ
れ
」

「
新
タ
ン
ト
節
」
「
淡
海
節
」

「
宇
和
島
さ
ん
さ
」
な
ど
、
得

意
の
民
謡
を
披
露
し
、
拍
手
喝

采
を
浴
び
た
。

お
楽
し
み
食
事
会
は
、
細
羽

正
敏
民
生
児
童
委
員
の
乾
杯
で

始
ま
り
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
歓

談
、
午
後
12
時
半
頃
に
閉
会
し

た
。つ

ど
え
～
る
カ
フ
ェ
が
４
月

15
日
で
開
設
一
周
年
を
迎
え
、

来
客
者
に
記
念
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
券
を
進
呈
し
て
い
る
。

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

推
進
し
て
い
る
赤
羽
根
カ
フ
ェ

は
、
平
成
27
年
５
月
、
野
の
花

カ
フ
ェ
美
星
の
オ
ー
プ
ン
を
皮

切
り
に
井
原
市
内
全
域
へ
広
が

り
、
現
在
23
カ
所
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
運

営
し
て
い
る
つ
ど
え
～
る
カ

フ
ェ
も
、
他
と
同
様
に
コ
ー
ヒ

ー
や
紅
茶
等
を
一
杯
百
円
で
提

供
し
て
お
り
、
客
の
負
担
は
軽

い
。
赤
羽
根
カ
フ
ェ
の
多
く
は

地
元
の
公
民
館
な
ど
を
活
用
。

約
２
年
で
交
流
の
場
と
し
て
定

着
し
、
賑
わ
っ
て
い
る
。

倉
掛
山
岳
同
好
会
が
９
月
17

日
、
広
島
県
廿
日
市
市
宮
島
の

弥
山
５
３
５
ｍ
へ
登
る
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
計
画
し
、
参
加
者
の

募
集
を
始
め
た
。

と
き
：
９
月
17
日
（
日
）

会
費
：
１
万
４
０
０
０
円

申
込
：
６
月
末
ま
で
に
申
込
書

と
申
込
金
１
万
円
を
つ
ど

え
～
る
（
渡
辺
）
へ
。
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4/23  井原市議会議員選挙投票日
4/29  つどえ～る健康ウォーク

※別記参照・２面

4/30  井原地区不燃性粗大ゴミ回収
5/ 7  井原分団第３部試運転日

5/12  事業所自治会費集金

5/12  サロンあすは・ふれあい旅行

5/20  倉掛自治連合会・役員会

5/21  岡山県消防操法訓練大会

5/21  欅の杜 杜の市 （門田町）

毎月第３日曜日9:00～12:30

5/27  井原町大運動会
6/ 4  井原分団第３部試運転日
6/ 4  倉掛少年団・資源回収

6/17  倉掛自治連合会・役員会

6/25  井原学区少年団球技大会

7/15～16 倉掛少年団キャンプ

星居山キャンプ場

7/23  ラジオ体操 7/23～8/5

- - - - - - - - - - - - - - - - -

※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆

倉掛少年団と同育成会が４月４日夕方、郷

社まつりで賑わった足次山神社境内の清掃奉

仕作業を実施（写真上）。４月２日の井原桜

まつりウォーキングイベントに続き、新年度

に入り二つ目の行事参加だった。

倉掛少年団郷社境内清掃 ４/４

交

流

の
場

と
し
て
定

着

倉
掛
山
岳
同
好
会

参
加
者
募
集
開
始

倉 掛 ほ っ と 情 報

つどえ～るがチャレンジ２０１
７健康ウォークを実施するにあた
り、参加者を募集中。

◇ ◇
と き：４月２９日（土）

（雨天５月３日に順延）
集 合：つどえ～る ９：５０

出発１０：００
参加費：無 料
行 先：葡萄浪漫館

井原市青野町
コース：つどえ～るから、片道約

６．５㎞を往復
申 込：つどえ～る（締切4/27）
往 路：つどえ～る→サンサン交

流館→北山→ＪＡ青野支
所→葡萄浪漫館

復 路：①葡萄浪漫館→寺戸→つ
どえ～る

復 路：②葡萄浪漫館→神戸→つ
どえ～る

復 路：③葡萄浪漫館→賀山→つ
どえ～る

※昼食は現地の食堂でとるか、弁
当をご用意ください。

※天候の判断が難しい場合はご連絡下さい。
（６２－９０９０）

※途中リタイアの方には２台のクルマで対応し
ます。（携帯にて連絡要）

９
月
に
宮
島
弥
山
へ
登
山

サロンあすは
お花見交流会

中島知子会長

つどえ～るチャレンジ

２０１７健康ウォーク

井原→笠岡ＩＣ⇒廿日市ＩＣ
(6:30)

→宮島口～宮島桟橋…弥山登
(9:00)

山（約３時間）…宮島（入浴
(13:00)

昼食自由散策）…宮島桟橋～
(15:00)

宮島口→廿日市ＩＣ⇒笠岡Ｉ

Ｃ→井原(18:00着予定)

日 程

踊
り
や
民
謡
を
披
露
す
る
さ
な
え
会
の
皆
さ
ん


